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用途 壁の塗り替え・補修、屋根瓦の固定・屋根しっくいの補修、スレートや煙突等

のヒビ割れ・スキ間補修 

 

施工面積 上塗りに使用時：約 1㎡/袋(1.2kg) 

砂と混和して中塗りに使用時：約 0.3 ㎡/袋(1.2kg) 

上塗・中塗の両方に使用時：約 0.25 ㎡/袋(1.2kg) 

 

保存期間 開封後はできるだけ早くご使用ください。水と混練後は、練り置きせず、速や

かにお使い下さい。 

 

保存 多湿・直射日光を避け、開封後は防湿・密閉保存。 

 

施工条件 気温が 5℃以下、または凍結の恐れのある場所では施工しないで下さい。 

急激な乾燥は施工不良の原因となりますので、極端な乾燥・高温条件での施工

は避けて下さい。過度の通風や湿度もクラックの原因となる場合があります。 

木質・金属等の伸縮のある下地や吸水性のない下地、平滑な下地は不向きです。 

 

施工 下地に市販のエチレン酢酸ビニル系の接着増強剤を５倍程度に希釈・塗布する。 

本品と体積比で等量の細砂を混和し、本品１袋当たり約１０８０ml の水を標準

として適当な粘度に練り上げて、中塗砂漆喰を作る。 

中塗砂漆喰は５mm 程度の塗り厚で施工する。 

中塗砂漆喰の水引きを見ながら、指で押しても凹まない程度のタイミングで、

本品 1 袋を約 960 ㎖を標準として適当な粘度に水で練った上塗漆喰を 1~2 ㎜程

度の塗り厚で施工する。 

※本品 1袋で、砂漆喰・上塗両方に使用する場合は、上塗用：中塗用＝1：6に

分けてご使用下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

① シーラー処理 ② 砂漆喰塗り ③ 上塗り 
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成分 水酸化カルシウム（消石灰） 

炭酸カルシウム（石灰岩微粉） 

メチルセルロース（植物糊） 

スサ（麻繊維） 

 

◎皮膚に付着した場合の処置 微温湯で十分洗い、スキンクリームを塗る 

◎眼に入った場合の処置  流水で十分洗い、医師の治療を受ける 

◎誤飲した場合の処置  多量の水で十分にうがいをする 

◎吸入した場合の処置  多量の水で十分にうがいをする 

     多量の場合、直ちに医師の治療を受ける 

 

注意 本品は消石灰（水酸化カルシウム）を主成分とするアルカリ性物質です。 

眼に入ると激しく刺激、炎症を起こすことがあります。また、長時間皮膚と接

触した場合、あるいは体質によっては短時間接触しただけでも発赤やかぶれ等

の症状をおこす場合があります。 

 

危険防止の為、ビニールまたはゴム製手袋・安全ゴーグル着用を推奨します。

粉じんの発生する可能性のある場合はマスクを装着して下さい。 
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